


平成24年度 

総会開催報告
　平成24年5月26日（土）ANAクラウンプラザホテル神戸10階
TheBallroomにおいて、平成24年度校友会総会が開催され、
次の（1）〜（7）の議題が審議、承認されました。

（１）平成23年度事業報告
（２）平成23年度収支決算報告
（３）平成23年度収支決算監査報告 
（４）平成24年度事業計画
（５）平成24年度収支予算
（６）平成24年度新役員選出について
（７）関西福祉大学校友会基金規程の
　　制定について

平成23年度事業報告・収支決算

（1）平成23年度事業報告
   1　会　務
（１）総会　
  ①平成23年10月31日(月)　定例総会
  ◆平成22年度事業報告
  ◆平成22年度収支決算・会計監査報告
  ◆平成23年度事業計画・平成23年度収支予算
  ◆会則の一部改正、新役員選出について
  ◆卒業年度別同窓会(案)について
（２）理事会・幹事会　
  第1回　平成23年4月9日(土)
  ◆平成23年度事業計画
  ◆平成23年度収支予算
  ◆北・中・東播磨合同支部の設立準備
  第2回　平成23年6月25日(土）
  ◆平成22年度事業報告（案）
  ◆平成22年度収支決算報告（案）
  ◆新役員選出
  第3回　平成23年10月30日(日)　
  ◆関西福祉大学校友会会則の一部改正（案）について
  ◆卒業年度別同窓会(案)について
  ◆総会提出議案について
（3）卒業年度別同窓会プロジェクト会議
  ◆平成23年9月24日～平成24年3月4日　計6回開催

   2　正会員に対する活動
（1）名簿の発行　当該年卒業生の住所録として
　　   発行（12月20日）　
（2）会報の発行　第18号（7月25日）
　　　　　　　　  第19号（12月20日）
（3）北・中・東播磨合同支部への活動助成
（4）個別校友会活動への助成（2件）　
（5）結婚式祝電サービス（2件2名）　
（6）恩師との相談会の開催
　　（10月29日、 30日）
（7）ホームカミングデーの開催
　　（10月29日、 30日）
（8）海外研修プログラムへの助成
　　（フィリピン・マニラ）
（9）校友会館内無線LANの設置

   3　母校、在学生に対する支援
（1）大学祭イベントへ景品寄贈
　　（ブルーレイディスクレコーダー）
（2）大学事業・行事への協賛
　　（海外研修プログラム助成）
（3）学章・校友会記念品贈呈
　　（卒業式、入学式にて贈呈）

（平成23年4月1日〜平成24年3月31日）
（単位：円）1.収入の部

（2）平成23年度収支決算報告書

科   目 予　算 決　算 増　減 備　　　考
1 会費収入 35,790,000 34,450,000 1,340,000 平成23年度収入

・在学生 1,108名
  1,108名×30,000円=33,240,000円 
・編入生   7名
  7名×60,000円=420,000円 
・専任教職員 79名
  79名×10,000円=790,000円 

2 前年度繰越金 128,353,130 167,859,390 △39,506,260 ・小口現金・通帳（決済用定期）・通帳（普通）
・郵便振替口座

3 雑収入 0 10,687 △10,687
中国銀行 赤穂支店 普通・定期預金

　　（1）受取利息 （0） （10,687） △10,687

合　計 164,143,130 202,320,077 △38,176,947

科　目 予　算 決　算 増　減 備　　　考
1 事務費 7,450,000 6,071,276 1,378,724
　　（1）人件費 （4,000,000） 4,051,083 △ 51,083 事務局事務職員人件費
　　（2）消耗品費 （100,000） 89,909 （10,091） 事務用品等
　　（3）旅費交通費 （500,000） 436,846 （63,154） 理事会・幹事会等出張費他
　　（4）印刷製本費 （400,000） 39,900 （360,100） 校友会資料、封筒等
　　（5）諸会費 （50,000） 0 （50,000） セミナー受講料
　　（6）報酬手数料 （100,000） 41,600 （58,400） ホームカミングデー等アルバイト代
　　（7）新聞雑誌費 （20,000） 0 （20,000） 書籍
　　（8）通信費 （1,300,000） 1,253,980 （46,020） 校友会資料、会報、名簿等発送
　　（9）会議費 （300,000） 48,100 （251,900） 理事会・幹事会等会議費
　 （10）渉外費 （50,000） 22,660 （27,340） 他大学等調査経費・粗品・謝礼
　 （11）備品費 （500,000） 57,283 （442,717） 校友会館事務室（TEL･FAX･PC･プリンタ等備品購入）
　 （12）慶弔費 （80,000） 6,500 （73,500） 校友会員見舞金、結婚式祝電サービス
　 （13）雑費 （50,000） 23,415 （26,585） 振込手数料
2 事業費 11,590,000 4,088,594 7,501,406  
　　（1）名簿作成費 （300,000） 132,617 （167,383） 名簿作成
　　（2）会報作成費 （1,000,000） 541,800 （458,200） 会報（年2回）作成
　　（3）振興費 （1,000,000） 296,373 （703,627） 国家試験受験対策セミナー、恩師との相談会、卒業記念品等
　　（4）助成費 （1,900,000） 1,262,000 （638,000） ホームカミングデー、学年別同窓会、個別校友会、大学祭、課外活動等
　　（5）支部活動援助費 （440,000） 100,000 （340,000） 支部運営助成、支部設置準備
　　（6）奨学費 （2,950,000） 0 （2,950,000） 緊急奨学金
　　（7）システム費 （1,000,000） 780,804 （219,196） ホームページ更新、校友会館無線 LAN等整備
　　（8）海外研修費 （3,000,000） 975,000 （2,025,000） 海外研修助成
3 予備費 7,000,000 200,000 6,800,000
4 次年度繰越金 138,103,130 191,960,207 △53,857,077 小口現金　　　　　　　　 260,371

通帳（決済用預金）　　 190,000,000
通帳（普通）　　　　　　  1,242,806
郵便振替口座　　　　　　 457,030

合　計 164,143,130 202,320,077 △38,176,947

2.支出の部 （単位：円）
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（7）関西福祉大学　校友会基金規程 （6）平成24年度新役員選出について
関西福祉大学校友会新役員選出について下記の
とおり新役員の方が選出されました。

平成24年6月1日就任

｜幹　事｜　

2006年度卒業（社会福祉学部）6期生　武田　拓也【新任】

2012年度卒業（社会福祉学部）2期生　奥村　真司【新任】

2012年度卒業（社会福祉学部）2期生　大森　崇史【新任】

2012年度卒業（看 護 学 部）3期生　丸尾 知華子【新任】

2012年度卒業（看 護 学 部）3期生　三木　麻由【新任】

看護学部教員　　　　　　　　　湯舟　貞子【新任】

看護学部教員　　　　　　　　　蔭谷　陽子【新任】

（基金の設定）
第１条　関西福祉大学校友会は、校友会活動の発展を目的に、関西福祉大学校友会基金（以下、

｢基金｣という）を設定する。

（基金）
第2条　基金は会費収入による収支予算に基づき、決算後の繰越金の一部を充当する。

（資金運用）
第3条　第1条の目的を達成するための事業に要する資金は、当該年度の収入をもって充てる。
　　　　2　前項の事業については、理事会・幹事会において審議し、総会で決定する。

（基金の管理）
第４条　基金は安全かつ有利な運用を図るものとし、関西福祉大学校友会事務局が管理する。

（規程の改廃）
第5条　この規程の改廃は、理事会・幹事会の議を経て、総会で決議する。

附　則
この規程は、平成24年6月1日から施行する。

1　会　務

　（1）総　会　1回開催予定

　（2）理事会　3回開催予定　

　　　  事業計画、当初予算、事業報告、決算等

　（3）幹事会　3回開催予定　

　　　  事業計画、当初予算、事業報告、 決算等

2　正会員に対する活動

　（1）名簿の発行　

 　当該年卒業生の住所録として発行

　（2）会報の発行　年2回発行

　（3）支部の助成活動等会員相互の交流促進

　（4）個別校友会・学年別同窓会1・2期生

　　　　に対する助成

　（5）研究会開催支援

　（6）ホームカミングデー

　（7）恩師との相談会開催

　（8）国家試験受験対策セミナー

　（9）結婚式祝電サービス

　

3　母校、在学生に対する支援

　（1）大学祭、課外活動団体等に対する助成

　（2）大学の事業・行事への協賛等

　（3）学章・卒業記念品贈呈

　（4）奨学金の支給

4　その他

　（1）会員の慶弔および親睦  見舞い、

　　　　弔電、供花等、懇親会等

　（2）その他

※下線部は新規事業

平成24年度事業計画・収支予算

（4）平成24年度事業計画

科　目 今年度予算 前年度予算 増　減 備　　　考

1 会費収入 31,000,000 35,790,000 △4,790,000 ・在学生 993名
   社会福祉学部
　（1年 129名、2年 158名、 3年 179名、4年 164
名） 
  看護学部
　（1年 90名、2年 97名、3年 84名、4年 92名）
   993名×30,000円=29,790,000円  
・編入生   7名
  社会福祉学部（4年 4名）
  看護学部    （3年 2名、4年 1名）
  7名×60,000円=420,000円  
・専任教職員 79名
  79名×10,000円=790,000円 

2 前年度繰越金 191,960,207 128,353,130 63,607,077 ・小口現金・通帳（決済用定期）・通帳（普通）
・郵便振替口座

3 雑収入 0       0       0       中国銀行 赤穂支店 普通・決算用預金・小
口現金等　　（1） 受取利息 （0） （0） （0）

合　計 222,960,207 164,143,130 58,817,077

（平成24年4月1日〜平成25年3月31日）
（単位：円）1.収入の部

（5）平成24年度収支予算書

2.支出の部
科　目 今年度予算 前年度予算 増　減 備　　　考

1 事務費 9,142,000 7,450,000 1,692,000
　　（1）人件費※ 4,500,000 4,000,000 500,000 事務局事務職員人件費  職員2名分
　　（2）消耗品費 100,000 100,000 0 事務用品等
　　（3）旅費交通費※ 600,000 500,000 100,000 理事会・幹事会等出張費他
　　（4）印刷製本費 400,000 400,000 0 校友会資料、封筒等
　　（5）諸会費 50,000 50,000 0 セミナー受講料
　　（6）報酬手数料※ 982,000 100,000 882,000 ホームカミングデー等アルバイト代・エレベーター・自動ドア保守点検費
　　（7）新聞雑誌費 20,000 20,000 0 書籍
　　（8）通信費※ 1,400,000 1,300,000 100,000 校友会資料、会報、名簿等発送
　　（9）会議費※ 400,000 300,000 100,000 理事会・幹事会等会議費
　 （10）渉外費 50,000 50,000 0 他大学等調査経費・粗品・謝礼
　 （11）備品費 500,000 500,000 0 校友会館事務室（TEL･FAX･PC･プリンタ等備品購入）
　 （12）慶弔費 80,000 80,000 0 校友会員見舞金、結婚式祝電サービス
　 （13）雑費※ 60,000 50,000 10,000 振込手数料
2 事業費 19,225,687 11,590,000 7,635,687
　　（1）名簿作成費 300,000 300,000 0 名簿作成
　　（2）会報作成費 1,000,000 1,000,000 0 会報（年2回）作成
　　（3）振興費 1,000,000 1,000,000 0 国家試験受験対策セミナー、恩師との相談会、卒業記念品、会員の動向調査等
　　（4）助成費※ 3,600,000 1,900,000 1,700,000 ホームカミングデー、学年別同窓会、個別校友会、大学祭、課外活動等
　　（5）支部活動援助費 440,000 440,000 0 支部運営助成、支部設置準備
　　（6）奨学費 2,800,000 2,950,000 △ 150,000 緊急奨学金＠350,000×8名分
　　（7）システム費※ 1,500,000 1,000,000 500,000 ホームページ・サーバー整備費・無線LAN使用料等
　　（8）海外研修費 3,000,000 3,000,000 0 海外研修助成
　　（9）減価償却費※ 5,585,687 0 5,585,687 校友会館及び設備償却費
3 予備費 5,500,000 7,000,000 △ 1,500,000
4 次年度繰越金 189,092,520 138,103,130 50,989,390 基金繰出金・普通・小口残高
合　計 222,960,207 164,143,000 58,817,077

（単位：円）

※科目…予算増額
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11
時
か
ら
校
友
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、

そ
の
後
11
時
30
分
よ
り
、1
期
生
49
名
、2

期
生
44
名
、退
職
・
在
職
教
員
13
名
、運
営

ス
タ
ッ
フ
14
名
の
計

120
名
で
同
窓
会
は
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
藤
田
正
樹
会
長
よ
り
、

こ
の
度
の
1
・
2
期
生
合
同
同
窓
会
の
開

催
を
喜
ぶ
ご
挨
拶
が
あ
り
、そ
の
後
、安
井

秀
作
学
長
よ
り
大
学
の
現
況
及
び
将
来
に

つ
い
て
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
河

村
幹
事
の
乾
杯
の
発
声
に
よ
り
、
宴
が
始

ま
り
、
恩
師
や
同
窓
生
と
の
再
会
を
喜
ぶ

声
が
各
テ
ー
ブ
ル
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
し

た
。
歓
談
の
合
間
に
は
、
各
期
の
卒
業
ア

ル
バ
ム
か
ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ
れ
た
ス
ラ

イ
ド
が
流
さ
れ
、
当
時
の
大
学
生
活
を
思

い
出
す
演
出
も
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
や
育
児
に
つ
い
て
語

り
合
い
、
会
場
は
に
ぎ
や
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
中
締
め
は
古
瀬
副
学
長

に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

今
後
も
こ
の
よ
う
な
同
窓
会
を
行
い
た
い

と
い
う
意
見
が
多
数
聞
か
れ
、
次
回
へ
の

集
い
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

1
・
2
期
生
が
社
会
に
出
て
11
、
12
年

が
経
過
。
各
方
面
で
関
西
福
祉
大
学
卒
業

生
の
活
躍
が
耳
に
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
同
期
の
横
の
つ
な
が
り
、
先
輩
・

後
輩
と
の
縦
の
つ
な
が
り
を
作
る
場
と
し

て
、
今
回
の
よ
う
な
同
窓
会
を
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
社
会
福
祉
学
部
3
・
4

期
生
の
合
同
同
窓
会
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
の
で
、該
当
期
の
方
は
、是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

～関西福祉大学のつながりを～

関西福祉大学 社会福祉学部
1期生・2期生

合同同窓会開催報告
平成24年5月26日（土）、ANAクラウンプラザホテル神戸において、校友会総会及び社会福

祉学部1･2期生の合同同窓会が開催されました。校友会活動に多くの方に参加していた

だきたいという趣旨から、今年度は、例年10月の大学祭時に開催していた校友会総会を同

窓会と同日開催といたしました。



司会をしていただいた　
左　社会福祉学部1期生　河村　梢さん　
右　社会福祉学部1期生　髙屋　吉宏さん
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1
・
2
期
合
同
同
窓
会
を

終
え
て

　

当
日
は
4
時
間
の
行
事
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、最
大
限
、校
友
会
員
の
皆
さ
ん
が
楽

し
ん
で
交
流
い
た
だ
け
る
よ
う
な
環
境
を

整
え
て
行
き
た
い
と
い
う
思
い
で
髙
屋
さ

ん
、
米
田
さ
ん
他
実
行
委
員
の
メ
ン
バ
ー

と
一
緒
に
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。
仕
事

と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
、
全
く
介
入
で
き

な
い
と
き
も
あ
り
ま
し
た
が
、
他
の
メ
ン

バ
ー
が
い
て
く
れ
る
お
陰
で
不
在
時
も
準

備
は
ス
ム
ー
ズ
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

さ
す
が
10
年
以
上
社
会
に
も
ま
れ
て
（
？
）

き
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
準
備
メ
ン
バ
ー

１
人
１
人
の
考
え
方
が
、
合
理
的
で
も
あ

り
、柔
軟
性
も
あ
り
、今
後
の
私
の
社
会
人

生
活
の
糧
と
な
る
再
会
で
も
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

校
友
会
は
卒
業
生
で
作
る
場
で
す
、
今

後
も
こ
の
よ
う
な
交
流
を
持
て
る
機
会
を

作
っ
て
、「
つ
な
が
り
」を
持
っ
て
い
る
こ

と
は
大
き
な
財
産
と
な
る
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
実
行
委
員
で
活
動
し
た
り
、
当
日
に

出
席
す
る
こ
と
で
「
つ
な
が
り
」
を
作
っ

て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
1
・
2
期
生
同
窓
会
に
関
わ
っ

て
く
だ
さ
っ
た
大
学
関
係
者
皆
様
に
こ
の

場
を
お
借
り
し
ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
会
福
祉
学
部
1
期
生　

河
村　

梢

社会福祉学部３期
生・４期生合同同窓

会開催予定

平成25年度は、社会福祉学部3期生・４期
生合同同窓会を開催する予定です。
詳細が決まり次第改めて、ＨＰや会報で
ご案内致します。
たくさんのご参加をお待ちしております!



 　

一
日
を
通
し
入
所
者
の
方
々
や
生
活
介
護
事
業
で
利
用
さ
れ
て
い
る
方
々
の

活
動
が
充
実
す
る
よ
う
に
考
え
、
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
活
動
と
し
て
は
、
寮
内
生

活
で
の
支
援
、
余
暇
と
し
て
利
用
者
と
共
に
外
出
し
て
季
節
に
合
っ
た
こ
と
を
し

た
り
買
い
物
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

意
識
・
責
任
感
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
職
で
大
切
な
こ
と
は
利
用
者

の
小
さ
な
変
化
に
気
付
く
こ
と
だ
と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
学
生
の
間
に
行

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
継
続
的
な
も
の
で
一
カ
月
に
一
回
。
行
く
時
に
よ
っ
て
活

動
や
関
わ
る
人
が
違
い
、
こ
の
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
仕
事
が
始

ま
っ
て
か
ら
は
、
周
り
を
し
っ
か
り
と
見
な
が
ら
少
し
で
も
変
化
が
あ
れ
ば
、
そ

の
こ
と
を
職
員
に
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
学
生
の
間
は
、
あ
ま
り
報

告
・
連
絡
・
相
談
を
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
し
っ
か
り
と
い
ろ
ん
な
職
員

と
連
携
し
合
い
な
が
ら
、活
動
を
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
は
、
先
輩
や
上
司
の
利
用
者
と
の
関
わ
り
方
や
活
動
の
提
供
方
法
を
見
な
が

ら
真
似
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
分
な
り
の
活
動
を
考
え
て
提
供
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
少
し
ず
つ
提
供
を
し
て
い
る
の
で
す
が
失
敗

ば
か
り
で
す
。
次
は
、こ
う
し
て
み
よ
う
!!
と
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
ニ
ッ
ク
等
利
用
者
に
と
っ
て
嬉
し
く
な
い
行
動
が
毎
日
起
き
な
い
よ

う
に
も
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
為
に
は
利
用
者
の
こ
と
を
も
っ

と
知
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
が
、
季
節
や
そ
の
時
に
よ
っ
て
調
子
は
変
わ
る
為
、

ど
ん
な
に
知
っ
て
も
足
り
ま
せ
ん
。
毎
日
、勉
強
の
日
々
で
す
。

　

成
人
、
児
童
問
わ
ず
知
的
な
障
害
の
あ
る
人
た
ち
が
毎
日
を
楽
し
く
送
れ
る
よ

う
に
活
動
を
提
供
す
る
、と
い
う
こ
と
が
目
標
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

休
日
は
家
に
い
る
こ
と
が
も
っ
た
い
な
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
い
ろ
ん
な
と

こ
ろ
に
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
は
、
石
鎚
山
を
登
っ
た
り
四
国
八
十
八
か
所
巡

り
に
行
き
ま
し
た
。
休
日
で
も
身
体
を
動
か
す
と
意
外
と
気
分
転
換
に
良
い
で

す
。
学
生
の
間
に
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
今
し
て
い
る
感
じ
で
す
。
自
分
で
も

思
う
の
で
す
が
、行
動
が
若
く
な
い
か
な
?

　

学
生
生
活
で
は
、
も
っ
と
遊
ん
で
お
け
ば
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ

で
遊
ぶ
と
自
分
の
視
野
が
広
が
る
の
と
、
就
職

し
て
『
何
か
を
し
て
く
だ
さ
い
』と
言
わ
れ
た

時
に
困
ら
な
い
た
め
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

も
構
わ
な
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
引
き
出
し

を
学
生
の
間
に
多
く
持
っ
て
お
く
と
何
か
と
得

で
す
。

 　

入
所
さ
れ
て
い
る
利
用
者
の
方
々
や
、シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
者
の
方
々
の
生

活
支
援
を
主
な
業
務
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
介
助
は
食
事
介
助
と
入
浴
介
助
、

ト
イ
レ
介
助
が
あ
り
ま
す
が
、
殆
ど
の
利
用
者
の
方
は
自
分
で
出
来
る
の
で
介
助

は
そ
ん
な
に
あ
り
ま
せ
ん
。
午
前
中
は
散
歩
、
午
後
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
活
動
が
あ

り
ま
す
。
支
援
記
録
を
パ
ソ
コ
ン
に
打
ち
込
む
こ
と
も
業
務
の
一
つ
と
し
て
あ

り
ま
す
。

　

学
生
の
時
と
は
意
識
の
持
ち
よ
う
が
全
く
違
い
ま
す
。
や
は
り
責
任
と
い
う

も
の
が
学
生
の
時
以
上
に
つ
い
て
ま
わ
る
の
で
、
常
に
心
の
ど
こ
か
に
責
任
感
を

持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
学
の
友
人

た
ち
と
遊
ぶ
と
き
も
、
学
生
の
時
の
よ
う
に
羽
目
を
外
し
す
ぎ
な
い
よ
う
に
と
考

え
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
現
場
で
独
り
立
ち
し
て
、
業
務
を
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。
先
輩
方
の
よ
う
に
支
援
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
同
じ

だ
け
の
経
験
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
毎
日
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
利
用
者
の
方
々
と
も
、
も
っ
と
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
と
も

思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
現
場
で
支
援
を
し
て
い
ま
す
が
、
社
会
福
祉
士
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
ゆ
く
ゆ
く
は
相
談
業
務
に
携
わ
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

時
間
に
余
裕
が
で
き
て
、
勉
強
す
る
時
間
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
介
護
福

祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
の
資
格
も
取
得
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
将
来
は
相

談
員
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
友
人
た
ち
と
も
協
力
し
て
福
祉
分
野
で
貢
献
で
き

る
よ
う
な
こ
と
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
独
り
暮
ら
し
を
し
て
い
る
の
で
、
休
日
は
家
の
片
づ
け
な
ど
を
主
に
し

て
い
ま
す
。
友
人
と
休
み
の
日
が
合
え
ば
ご
飯
を
食
べ
に
行
っ
た
り
あ
と
は
疲

れ
を
溜
め
な
い
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
く
つ
ろ
ぐ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
趣
味
は

ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
友
人
た
ち
と
予
定
を
合
わ
せ
て
在
学
中
の
よ
う
に

フ
ッ
ト
サ
ル
な
ど
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
4
年
間
の
大
学
生
活
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

も
っ
と
遊
ん
で
お
け
ば
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
勉
強
し
な
が
ら
も
し
っ
か
り

遊
ん
で
お
く
の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
就
職
活
動
に
つ
い
て
は
、
3
年
次
の
実
習

の
経
験
を
活
か
し
て
自
分
は
ど
の
分
野
で
働
き
た
い
か
を
し
っ
か
り
と
考
え
て

か
ら
就
職
活
動
を
し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
目
標
を
持
っ
て
就
職

フ
ェ
ア
や
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
い
れ
ば
必
ず
良
い
就
職
先
に
巡
り
合
え
る
と

思
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
下
さ
い
!!
僕
自
身
ま
だ
あ
ま
り
動
け
る
よ
う
な
状
態
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
は
校
友
会
役
員
と
し
て
大
学
や
後
輩
の
為
に
な
る
よ
う

な
こ
と
出
来
れ
ば
良
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。
個
人
と
し
て
も
様
々
な
分
野
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
先
輩
方
や
友
人
と
積
極
的
に
交
流
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広

げ
、ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 　

入
院
患
者
さ
ん
の
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
、そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
さ
ん
に
応
じ
た
必
要

な
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

1
人
の
看
護
師
と
な
っ
た
今
、
患
者
さ
ん
の
変
化
を
見
逃
す
こ
と
が
患
者
さ
ん

の
生
命
に
関
わ
る
の
で
学
生
の
時
以
上
に
責
任
を
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
あ
る
の
で
、
不
安
な
こ
と
が
あ
れ
ば

必
ず
先
輩
に
相
談
し
、フ
ォ
ロ
ー
し
て
も
ら
い
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。

　

就
職
し
3
か
月
目
に
入
っ
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
ま
だ
で
き
な
い
こ
と
も
多
く
、

日
々
の
業
務
に
つ
い
て
い
く
こ
と
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
学
生

時
代
に
学
ん
だ
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
さ
ん
に
応
じ
た
看
護
が
で
き
て
い
る
か
疑
問

で
す
。
な
の
で
、
毎
日
の
仕
事
の
中
で
早
く
仕
事
に
慣
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
努
力
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
さ
ん
を
十
分
に
理
解
し
そ
の
患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
看
護
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

　

入
院
患
者
さ
ん
の
多
く
が
退
院
さ
れ
地
域
に
戻
っ
て
い
き
ま
す
が
、
学
生
時
代

も
在
宅
に
戻
っ
て
い
く
こ
と
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
壁
が
あ
る
こ
と
を
学
ん
で
い
ま

し
た
が
実
際
に
働
き
始
め
る
と
在
宅
へ
の
移
行
へ
は
本
当
に
難
し
い
と
い
う
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
。
な
の
で
、
患
者
さ
ん
の
退
院
調
整
に
関
わ
り
、
地
域
に
戻
っ

た
後
も
疾
患
を
も
ち
な
が
ら
も
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
関
わ
り
が
で
き
る
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

休
日
は
職
場
の
同
期
と
一
緒
に
買
い
物
や
食
事
に
出
か
け
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
職
場
の
違
う
大
学
時
代
の
友
人
と
会
っ
て
日
々
の
悩
み
な
ど
相
談
し
て

お
互
い
励
ま
し
あ
っ
て
、仕
事
を
頑
張
る
活
力
に
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
人
に
な
る
と
毎
日
当
た
り
前
の
よ
う
に
会
え
て
い
た
大
学
時
代
の
友
人

と
も
な
か
な
か
会
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
の
で
、
時
間
に
も
余
裕
の
あ
る
大
学

時
代
に
も
っ
と
た
く
さ
ん
思
い
出
を
作
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
な
と
感
じ
て
い

ま
す
。
私
の
職
場
で
は
、
し
っ
か
り
と
研
修
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
初

め
は
先
輩
に
見
て
も
ら
い
な
が
ら
、
次
に
1
人
で
実
際
に
患
者
さ
ん
に
行
う
と
い

う
形
式
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
の
で
、
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
て
か
ら
の
実
践

な
の
で
と
て
も
安
心
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
よ
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。
就
職
活
動
で
は
そ
の
職
場
の
教
育
体
制
を
確
認
し
て
お
く
の
も
大
切
な
ポ

イ
ン
ト
の
1
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

社
会
人
と
な
っ
た
今
、
大
学
時
代
の
友
人
は
同
職
種
で
あ
り
、
自
分
自
身
の
こ

と
も
十
分
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
悩
ん
で

い
る
時
に
は
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
大
学
で
で
き
た
友
人
は
本
当

に
大
切
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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研究室から
from Laboratory

「
研
究
」と
「
実
践
」と
「
教
育
」の
あ
い
だ

　
「
ど
う
し
て
大
学
の
先
生
に
な
っ
た
の
で
す
か
」就
職
活
動

を
控
え
た
学
生
か
ら
し
ば
し
う
け
る
質
問
で
あ
る
。
実
は
と

て
も
返
答
に
悩
む
。
高
い
志
が
あ
っ
て
選
ん
だ
仕
事
で
は
な

い
。
本
当
の
こ
と
を
い
う
と
、「
就
職
活
動
を
し
そ
び
れ
た
」

か
ら
だ
。

　

大
学
で
は
、
発
達
心
理
を
学
ん
で
い
た
。
心
理
学
を
活
か

せ
て
、女
性
が
長
く
働
け
る
職
場
を
希
望
し
た
け
ど
、当
時
は

就
職
氷
河
期
。
希
望
ど
こ
ろ
か
、
女
性
で
あ
る
こ
と
が
悔
し

く
な
っ
て
し
ま
う
時
代
。
就
職
に
対
し
て
ど
う
に
も
積
極
的

に
な
れ
ず
、ス
ー
ツ
を
買
い
に
い
く
気
力
も
な
い
ま
ま
、悶
々

と
過
ご
す
う
ち
に
、
す
っ
か
り
波
に
乗
り
遅
れ
て
し
ま
い
、

「
進
学
」し
か
選
べ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
結
局
は
、
学
生

時
代
、
障
害
者
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る
活
動
や
障
害
児
の

療
育
の
仕
事
を
し
て
い
た
流
れ
で
、
社
会
福
祉
系
の
大
学
院

へ
進
学
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

大
学
院
で
は
、
障
害
児
へ
の
支
援
を
テ
ー
マ
に
実
践
的
な

研
究
を
し
て
い
た
の
だ
け
ど
、そ
れ
ま
で
曖
昧
と
い
う
か
、自

分
の
主
観
で
実
践
し
て
き
た
こ
と
に
、
専
門
的
フ
レ
ー
ム
を

つ
け
振
り
返
り
、
客
観
的
に
評
価
し
て
い
く
こ
と
は
非
常
に

興
味
深
か
っ
た
。
例
え
ば
、実
践
で
は
、つ
い
つ
い
支
援
す
る

こ
と
で
「
よ
く
な
っ
て
い
る
」と
思
い
こ
む
こ
と
が
あ
る
。
で

も
そ
れ
は
、「
相
手
」が
よ
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
自

分
」が
よ
く
な
っ
て
い
る
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。
本
当
に
「
よ

く
な
っ
て
い
る
」の
だ
ろ
う
か
。
ど
う
す
れ
ば
「
よ
く
な
っ
て

い
る
」こ
と
を
証
明
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
い
や
い
や
、そ
も
そ

も
「
よ
く
な
る
」必
要
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
い
う
こ
と

を
く
ど
く
ど
考
え
る
の
が
楽
し
い
。
と
き
ど
き
、
数
字
を
扱

う
研
究
は
批
判
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
け
ど
、私
に
と
っ
て
、実

践
を
客
観
的
に
評
価
し
て
い
く
こ
と
は
、「
言
語
」で
う
ま
く

伝
え
ら
れ
な
い
障
害
者
の
「
あ
な
た
の
実
践
、
意
味
あ
る
の
」

と
い
っ
た
声
を
ひ
ろ
う
ひ
と
つ
の
方
法
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　

も
う
少
し
研
究
を
続
け
て
い
た
い
と
い
う
理
由
で
大
学
の

教
員
を
選
ん
だ
。
大
学
教
員
は
、「
教
育
」も
大
切
な
仕
事
の

ひ
と
つ
。
教
員
に
な
り
た
て
の
頃
、
学
生
に
「
現
場
に
触
れ

た
い
、
現
場
で
利
用
者
の
支
援
を
し
た
い
か
ら
施
設
に
就
職

し
ま
す
」と
言
わ
れ
、
悩
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
私
は
、
障
害
者

の
地
域
生
活
を
支
え
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
き
た
か
ら
、「
施

設
」も
含
め
生
き
て
働
い
て
い
る
こ
の
社
会
す
べ
て
が
「
現

場
」だ
と
思
う
の
だ
け
ど
、
福
祉
を
志
す
人
に
と
っ
て
、「
施

設
」だ
け
が
「
現
場
」に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
な
い
か
。
そ
う

教
え
込
ん
で
い
な
い
か
。
ま
た
、
授
業
で
研
究
結
果
の
話
を

し
た
と
き
に
、「
そ
ん
な
話
を
さ
れ
て
も
、
私
た
ち
は
研
究
者

に
な
る
わ
け
で
は
な
い
」と
言
わ
れ
、落
ち
込
ん
だ
こ
と
も
あ

る
。
国
家
試
験
の
た
め
、
卒
論
は
手
を
抜
い
て
も
い
い
、
そ

う
い
う
状
況
を
作
っ
て
い
な
い
か
。
も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
こ
と

ば
か
り
で
は
な
い
。
ゼ
ミ
で
、「
出
生
前
診
断
」を
と
り
あ
げ

議
論
し
た
後
、
こ
の
こ
と
を
卒
論
に
書
き
た
い
と
い
っ
た
学

生
が
い
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
集
計
し
、
自
分
な
り
の

結
論
を
出
し
た
。
卒
業
す
る
時
、「
実
は
福
祉
の
大
学
へ
き

た
こ
と
を
後
悔
し
て
い
た
け
ど
、
今
は
良
か
っ
た
と
自
信
を

も
っ
て
い
え
る
」と
手
紙
を
く
れ
た
。

　

な
ん
の
た
め
の
「
研
究
」か
、そ
し
て
「
教
育
」か
。
い
つ
も

い
ま
も
葛
藤
し
て
い
る
。
高
い
志
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い

け
ど
、志
は
育
っ
て
い
く
。そ
れ
こ
そ
実
践
の
中
で
。そ
し
て
、

人
生
は
流
れ
に
身
を
任
せ
て
い
て
も
な
ん
と
か
な
る
も
の
で

あ
る
。
で
も
と
り
あ
え
ず
、学
生
に
は
「
資
格
は
取
っ
た
方
が

良
い
」「
就
職

活
動
の
波
に

乗
り
遅
れ
て

は
い
け
な
い

よ
」
と
先
生

ら
し
く
助
言

す
る
こ
と
に

し
て
い
る
。
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主な担当科目
社会福祉特別演習 
社会福祉演習Ⅱ 
社会福祉演習Ⅰ 
社会福祉実習指導Ⅰ 
社会福祉実習指導Ⅱ 
家族社会学 

米倉 裕希子講師
社会福祉学部



平成24年度 学内イベント年間スケジュール
8月   5日（日） オープンキャンパス

18日（土） オープンキャンパス・子ども支援セミナー

9月   8日（土） 大学院社会福祉学研究科入試（Ⅰ期）

大学院看護学研究科入試（Ⅰ期）

10月 27日（土）・28日（日） 汐風祭・ホームカミングデー・オープンキャンパス

12月 14日（金） 赤穂義士祭

2月 16日（土） 大学院社会福祉学研究科入試（Ⅱ期）

大学院看護学研究科入試（Ⅱ期）

3月 23日（金） 卒業式・学位授与式

共催：関西福祉大学・赤穂市教育委員会・兵庫県立赤穂特別支援学校

関西福祉大学　社会福祉学部　実習指導室
Tel. 0791（46）2846 Fax. 0791（46）2788 
担当者／八木 修司、野山 智恵

連絡先

＊参加費：無料    
＊お申込み方法：ＱＲコードまたは下記へお電話ください。
＊ご昼食：ご希望の方には、お弁当（500円）をご用意いたします。
　　　　　周辺には飲食店やコンビニ等がございます。
＊駐車場：あり（できるだけ公共交通機関をご利用ください）。
＊受　付：当日はオープンキャンパスを同時開催しております。
学内表示に沿って、セミナー受付（学生ホール）へお越しください。

第1回
子ども支援セミナー

《テーマ》　「子どもの『自立』と『自律』を考える　
　　　　－子ども同士や大人との関係－」

日時：平成24年8月18日（土）10：00〜16：00
場所：関西福祉大学 A100教室、他  赤穂市新田380－3

受付：9:30～10:00　関西福祉大学　学生ホール

全日本学生剣道選手権大会
出場決定の報告

　去る平成24年5月13
日（日）大阪・舞洲ア
リーナにおいて第60
回関西学生剣道選手
権大会が開催され、本
学3年次生　横山勇貴
さん（倉敷商業高校出身）が激戦を勝ち抜き、全国大会
の出場権を獲得しました。
　全日本学生剣道選手権大会は、７月７日（土）〜８日

（日）の両日、東京・日本武道館にて開催されます。全
国の舞台での活躍が大いに期待されます。引き続き、
皆様の応援をよ
ろしくお願い申
し上げます。

キャンパスニュース

■関西福祉大学の夏休み宿題教室
附属地域センターでは、地域貢献の一つとして、地域の小学生の学習支援と交流を目的に『夏休み宿題教室』を開催致します。赤穂市内の小学生を
対象に始めた『夏休み宿題教室』も、４年目を迎える今年は定住自立圏構想に協力し、赤穂市、上郡町、備前市の３箇所での開催となりました。
ますます多くの子どもたちとの交流が楽しみです!!ご関心のある方は、是非ご参加ください!!

～夏休み宿題教室ではこんなことをしています～
「どんなふうにすればいいんだろう？」と疑問に思っている宿題を一緒に考えます。問題の答えを教えるのではなく、答えの導き出し方、やり方を補
助し、自分の力でやり遂げられるように「生きる力、学ぶ力」を支援します。
ドリル、作文、工作、様々な宿題に対応します!!休憩時間にはお楽しみのイベントも!!夏休みの思い出をいっぱい作りましょう!!

開催日ご案内　参加対象：小学生、参加費：無料　※予約は不要です。直接会場へお越しください。　【問い合わせ先】関西福祉大学　附属地域センター　TEL 0791-46-2508

■赤穂市　関西福祉大学　コミュニティホール　  8月　5日（日）10：00〜15：00・ 8月21日（火）10：00〜15：00
■上郡町　交流広場｢菊森さんの家｣　　　　　　  8月　7日（火）10：00〜15：00・ 8月　8日（水）10：00〜15：00
■備前市　備前市市民センター、吉永地域公民館　8月26日（日）10：00〜15：00
上記の様に附属地域センターでは、小学生を対象とした事業を展開しています。校友会メンバーの方で小学生がおられる方や、お知り合いがおられましたら是非ご参加ください。

関西福祉大学の夏休み宿題教室のご案内

開会式 主催者挨拶：安井 秀作（関西福祉大学長）

基調講演
10:10～12:10

演題：「非行はSOSのサイン！
　　　～子どもの行動を理解できる大人になるために」
講師：藤澤 陽子（児童自立支援施設　国立武蔵野学院　心理療法士）

昼休憩・
学内演習ゼミ発表

12:10～13:30

演習Ⅱ光田ゼミ：特別支援教育について
演習Ⅱ八木ゼミ：子ども支援について－児童虐待・発達障害など
スクール（学校）ソーシャルワーク演習ゼミ：活動報告

第１分科会
（教員・専門職・一般向け）

13:30～16:00

演題：「発達障害児等の子どもへの早期から就学までの一貫した支援
　　　～家庭・学校・地域の連携のあり方について」
講師：井上 和久（兵庫県立赤穂特別支援学校　教諭）
講師：佐伯 文昭（関西福祉大学社会福祉学部　教授）

第2分科会
（高校生・大学生・一般

向け）
13:30～15:30

演題：①「東日本大震災での子ども達　～こころのケアを巡って」
講師：樋口 純一郎（児童自立支援施設　神戸市立若葉学園　児童心理司）
演題：②「関西福祉大学におけるスクール（学校）ソーシャルワーク活動について」
講師：八木 修司（関西福祉大学社会福祉学部　准教授）
講師：新開 文香（兵庫教育大学院修士課程　関西福祉大学卒業生）
報告：関西福祉大学スクールソーシャルワーカー養成課程4年次生
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看護学部　看護学科

大学院看護学研究科看護学専攻修士課程

入試区分
項目

前　期　日　程
後　期　日　程

第1日程 第2日程

募 集 人 員 25名 3名

出 願 期 間 【郵送による出願】平成25年1月4日（金）～1月21日（月）消印有効
【窓口持参による出願】平成25年1月22日（火）10:00～17:00

平成25年2月8日（金）～
2月22日（金）消印有効

試 験 日 平成25年1月29日（火） 平成25年1月31日（木） 平成25年3月2日（土）

試験 科目等 英語・国語から1科目、数学・生物から1科目　計2科目選択 英語、国語、数学から2科目選択

試 験 会 場 本学・名古屋・福井・大阪・和歌山・
神戸・岡山・福山・高松

本学・京都・大阪・神戸・岡山・
広島・松江・松山・福岡 本学・大阪

合 格 発 表 平成25年2月8日（金） 平成25年3月9日（土）

入学手続期間 〈１次〉平成25年2月8日（金）～2月22日（金）消印有効
〈２次〉平成25年3月1日（金）～3月25日（月）消印有効

平成25年3月11日（月）～
3月25日（月）消印有効

■一般入試

入試区分
項目 11月A日程（併願可） 11月B日程（併願可） 12月日程（併願可）

募 集 人 員 25名※ 5名

出 願 期 間 平成24年10月11日（木）～10月26日（金）消印有効 平成24年11月12日（月）～
12月3日（月）消印有効

試 験 日 平成24年11月3日（祝・土） 平成24年11月4日（日） 平成24年12月8日（土）

試験 科目等 国語(現代文）基礎テスト・
自己推薦書・調査書

国語(現代文）基礎テスト・
面接(調査書参考）

国語（現代文）基礎テスト・面接
（調査書参考）

試 験 会 場
本学・舞鶴・大阪・和歌山・
神戸・豊岡・岡山・広島・
高松・松山・米子・福岡

本学 本学

合 格 発 表 平成24年11月10日（土） 平成24年12月15日（土）

入学手続期間 〈１次〉平成24年11月12日（月）～11月26日（月）消印有効
〈２次〉平成25年 3月 1日（金）～ 3月25日（月）消印有効

〈１次〉平成24年12月17日（月）～1月 7日（月）消印有効
〈２次〉平成25年 3月 1日（金）～3月25日（月）消印有効

■公募制推薦入試　※公募制推薦入試11月Ａ日程、11月Ｂ日程の募集人員は志願者の割合で配分。

入試区分
項目 11月A日程（併願可） 11月B日程（併願可） 11月S日程（併願可） 12月日程（併願可）

募 集 人 員 社会福祉専攻27名※/子ども福祉専攻8名※ 社会福祉専攻5名/
子ども福祉専攻2名

社会福祉専攻4名/
子ども福祉専攻2名

出 願 期 間 平成24年10月11日（木）～10月26日（金） 平成24年10月15日（月）～
10月31日（水）

平成24年11月12日（月）～
12月3日（月）消印有効

試 験 日 平成24年11月3日（祝・土） 平成24年11月4日（日） 平成24年11月10日（土） 平成24年12月8日（土）

試験 科目等 国語（現代文）基礎テスト・
自己推薦書・調査書

国語（現代文）基礎テストま
たは小論文・面接・調査書 小論文・面接・調査書 国語（現代文)基礎テスト

または小論文・面接

試 験 会 場 本学・舞鶴・大阪・和歌山・神戸・豊岡・
岡山・広島・高松・松山・米子・福岡 本学 本学 本学

合 格 発 表 平成24年11月10日（土） 平成24年11月17日（土） 平成24年12月15日（土）

入学手続期間 〈１次〉平成24年11月12日（月）～11月26日（月）消印有効
〈２次〉平成25年 3月 1日（金）～ 3月25日（月）消印有効

〈１次〉平成24年11月19日（月）
～11月 30日（金）消印有効

〈２次〉平成25年 3月 1日（金）
～3月25日（月）消印有効

〈１次〉平成24年12月17日（月）
～平成25年1月7日（月）消印有

効
〈２次〉平成25年 3月 1日（金）

～3月25日（月）消印有効

■公募制推薦入試　※公募制推薦入試11月Ａ日程、11月Ｂ日程の募集人員は志願者の割合で配分。

入試区分
項目 前　期　日　程 後　期　日　程

募 集 人 員 5名 2名

出 願 期 間 平成25年1月4日（金）～1月25日（金）消印有効 平成25年2月8日（金）～2月22日（金）消印有効

試 験 日 個別試験なし

試 験 科目等 必須科目：外国語（英語）
選択科目：（国語、数学、理科）から2科目選択

試 験 会 場 ー

合 格 発 表 平成25年2月8日（金） 平成25年3月9日（土）

入学手 続期間 〈１次〉平成25年2月8日（金）～2月22日（金）消印有効
〈２次〉平成25年3月1日（金）～3月25日（月）消印有効 平成25年3月11日（月）～3月25日（月）消印有効

■大学入試センター試験利用入試

社会福祉学部　社会福祉学科

大学院社会福祉学研究科社会福祉学専攻修士課程
入試区分

項目 Ⅰ　期 Ⅱ　期
募 集 人 員 5名

出 願 期 間 平成24年8月20日（月）～9月3日（月）消印有効 平成25年1月21日（月）～2月8日（金）消印有効

試 験 日 平成24年9月8日（土） 平成25年2月16日（土）

試 験 科目等
一般入学試験:英語・専門科目・面接［研究計画書参考］

社会人入学試験:小論文・面接［研究計画書参考］
外国人留学生入学試験:専門科目・面接

試 験 会 場 本　学

合 格 発 表 平成24年9月15日（土） 平成25年2月22日（金）

入学手続期間 〈１次〉平成24年9月18日（火）～10月26日（金） 消印有効
〈２次〉平成25年3月 1日（金）～ 3月25日（月） 消印有効

〈１次〉平成25年2月22日（金）～2月28日（木） 消印有効
〈２次〉平成25年3月 1日（金）～3月25日（月） 消印有効

入試区分
項目 Ⅰ　期 Ⅱ　期

募 集 人 員 6名

出 願 期 間 平成24年8月20日（月）～9月3日（月）消印有効 平成25年1月21日（月）～2月8日（金）消印有効

試 験 日 平成24年9月8日（土） 平成25年2月16日（土）

試 験 科目等 一般選抜入学試験：英語・専門科目・面接　
社会人特別選抜入学試験：小論文・面接

試 験 会 場 本　学

合 格 発 表 平成24年9月15日（土） 平成25年2月22日（金）

入学手続期間 〈１次〉平成24年9月18日（火）～10月26日（金） 消印有効
〈２次〉平成25年3月 1日（金）～ 3月25日（月） 消印有効

〈１次〉平成25年2月22日（金）～2月28日（木） 消印有効
〈２次〉平成25年3月 1日（金）～3月25日（月） 消印有効

平成25年度 入試概要

入試区分
項目 Ⅰ　期 Ⅱ　期

募 集 人 員 5名 5名

出 願 期 間 平成24年8月20日（月）～9月3日（月）消印有効 平成25年1月21日（月）～2月8日（金）消印有効

試 験 日 平成24年9月8日（土） 平成25年2月16日（土）

試 験 科目等 専門科目・小論文・面接

試 験 会 場 本　学

合 格 発 表 平成24年9月15日（土） 平成25年2月22日（金）

入学手 続期間 〈１次〉平成24年9月18日（火）～10月26日（金）消印有効
〈２次〉平成25年3月 1日（金）～ 3月25日（月）消印有効

〈１次〉平成25年2月22日（金）～2月28日（木）消印有効
〈２次〉平成25年3月 1日（金）～3月25日（月）消印有効

■3年次編入学一般入試

入試区分
項目 社会人選抜Ⅰ期（併願可） 社会人選抜Ⅱ期（併願可）

募 集 人 員 若干名 若干名

出 願 期 間 平成24年8月20日（月）～9月3日（月）消印有効 平成25年1月21日（月）～2月8日（金）消印有効

試 験 日 平成24年9月8日（土） 平成25年2月16日（土）

試 験 科目等 小論文・面接

試 験 会 場 本　学

合 格 発 表 平成24年9月15日（土） 平成25年2月22日（金）

入学手 続期間 〈１次〉平成24年9月18日（火）～10月26日（金）消印有効
〈２次〉平成25年3月 1日（金）～ 3月25日（月）消印有効

〈１次〉平成25年2月22日（金）～2月28日（木）消印有効
〈２次〉平成25年3月 1日（金）～3月25日（月）消印有効

■社会人特別選抜入試

入試区分
項目

前　期　日　程　
後　期　日　程

第1日程 第2日程
募 集 人 員 社会福祉専攻30名/子ども福祉専攻7名 社会福祉専攻6名/子ども福祉専攻2名

出 願 期 間 【郵送による出願】   平成25年1月4日（金）～1月21日（月）消印有効
 【窓口持参による出願】平成25年1月22日（火）10:00～17:00

平成25年2月8日（金）～2月22日（金）消印
有効

試 験 日 平成25年1月29日（火） 平成25年1月31日（木） 平成25年3月2日（土）
試 験 科目等 英語、国語、数学、世界史、日本史から2科目選択 英語、国語、数学から1科目選択

試 験 会 場 本学・名古屋・福井・大阪・和歌山・
神戸・岡山・福山・高松

本学・京都・大阪・神戸・岡山・広島・
松江・松山・福岡 本学・大阪

合 格 発 表 平成25年2月8日(金) 平成25年3月9日（土）

入学手 続期間 〈1次〉平成25年2月8日（金）～2月22日（金） 消印有効
〈2次〉平成25年3月1日（金）～3月25日（月） 消印有効

平成25年3月11日（月）～3月25日（月） 消印
有効

■一般入試

入試区分
項目 前　期　日　程 後　期　日　程

募 集 人 員 社会福祉専攻8名/子ども福祉専攻2名 社会福祉専攻4名/子ども福祉専攻2名
出 願 期 間 平成25年1月4日（金）～1月25日（金）消印有効 平成25年2月8日（金）～2月22日（金）消印有効
試 験 日 個別試験なし

試 験 科目等 必須科目：外国語
選択科目：（国語、地理歴史・公民、数学、理科）から2科目選択

外国語、国語、地理歴史・公民、数学、理科から2科目
選択

試 験 会 場 ー
合 格 発 表 平成25年2月8日（金） 平成25年3月9日（土）

入学手 続期間 〈1次〉平成25年2月8日（金）～2月22日（金）消印有効
〈2次〉平成25年3月1日（金）～3月25日（月）消印有効 平成25年3月11日（月）～3月25日（月）消印有効

■大学入試センター試験利用入試

入試区分
項目 一般選抜自己推薦方式（専願） 一般選抜セミナー方式（併願可）

募 集 人 員 社会福祉専攻18名/子ども福祉専攻5名 社会福祉専攻10名/子ども福祉専攻2名
エ ン ト リ ー 平成24年8月 1日（水）～8月21日（火）消印有効 平成24年8月 1日（水）～8月21日（火）消印有効

1
次
審
査

出 願 期 間 平成24年8月24日（金）～9月 6日（木）消印有効 平成24年8月24日（金）～9月 3日（月）消印有効
試 験 日 ー 平成24年9月8日（土）
試 験 科目等 書類 書類・セミナーレポート
試 験 会 場 ー 本学
合 格 発 表 平成24年9月15日（土） 平成24年9月15日（土）

2
次
審
査

出 願 期 間 平成24年9月18日（火）～10月1日（月）消印有効 平成24年9月18日（火）～10月1日（月）消印有効
試 験 日 平成24年10月6日（土） 平成24年10月6日（土）
試 験 科目等 面接 面接
試 験 会 場 本学 本学
合 格 発 表 平成24年10月13日（土） 平成24年10月13日（土）

入学手 続期間 平成24年10月15日（月）～11月5日（月）消印有効 〈1次〉平成24年10月15日（月）～11月26日（月）消印有効
〈2次〉平成24年12月 3日（月）～ 1月11日（金）消印有効

■AO入試

入試区分
項目 Ⅰ　期 Ⅱ　期

募 集 人 員 5名 5名
出 願 期 間 平成24年8月20日（月）～9月3日（月）消印有効 平成25年1月21日（月）～2月8日（金）消印有効
試 験 日 平成24年9月8日（土） 平成25年2月16日（土）
試 験 科目等 小論文、面接
試 験 会 場 本　学
合 格 発 表 平成24年9月15日（土） 平成25年2月22日（金）

入学手 続期間 〈１次〉平成24年9月18日（火）～10月26日（金）消印有効
〈２次〉平成25年3月 1日（金）～ 3月25日（月）消印有効

〈１次〉平成25年2月22日（金）～2月28日（木）消印有効
〈２次〉平成25年3月 1日（金）～3月25日（月）消印有効

■3年次編入学一般入試

入試区分
項目 社会人特別選抜Ⅰ期（併願可） 社会人特別選抜Ⅱ期（併願可）

募 集 人 員 社会福祉専攻若干名/子ども福祉専攻若干名 社会福祉専攻若干名/子ども福祉専攻若干名
出 願 期 間 平成24年8月20日（月）～9月3日（月）消印有効 平成25年1月21日（月）～2月8日（金）消印有効
試 験 日 平成24年9月8日（土） 平成25年2月16日（土）
試 験 科目等 小論文、面接
試 験 会 場 本　学
合 格 発 表 平成24年9月15日（土） 平成25年2月22日（金）

入学手 続期間 〈１次〉平成24年9月18日（火）～10月26日（金）消印有効
〈２次〉平成25年3月 1日（金）～ 3月25日（月）消印有効

〈１次〉平成25年2月22日（金）～2月28日（木）消印有効
〈２次〉平成25年3月 1日（金）～3月25日（月）消印有効

■社会人特別選抜入試
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校友会ニュース

平成 23 年度 就職状況・国家試験報告

社会福祉学部　就職状況
卒業年度 卒業者数 就職希望者数 就職者数 就職率 進学者数

平成23年度 231人 215人 212人 98.6％ 4人
平成22年度 265人 242人 240人 99.2％ 3人
平成21年度 254人 231人 225人 97.4％ 4人
平成20年度 346人 310人 303人 97.7％ 8人
平成19年度 270人 244人 241人 98.8％ 9人

【平成23年度 分野別】　　　　　　　　　　【平成23年度 勤務地域別】

社会福祉学部　国家試験合格状況
年　度 社会福祉士 合格者総数 うち新卒者数 精神保健福祉士 合格者総数 うち新卒者数

平成23年度 第24回 102人 70人 第14回 12人 7人
平成22年度 第23回 118人 92人 第13回 34人 19人
平成21年度 第22回 103人 81人 第12回 23人 18人

看護学部　就職状況
卒業年度 卒業者数 就職希望者数 就職者数 就職率 進学者数

平成23年度 90人 87人 87人 100.0％ 0人

平成22年度 73人 68人 68人 100.0％ 3人

平成21年度 79人 71人 71人 100.0％ 1人

【平成23年度 分野別】　　　　　　　　　　【平成23年度 勤務地域別】
（注）国立・公立大学附属病院は「大学病院」に含む。

看護学部　国家試験合格状況
年　度 看護師 合格者数 保健師 合格者数

平成23年度 第101回 84人 第98回 69人
平成22年度 第100回 71人 第97回 60人
平成21年度 第99回 72人 第96回 53人

社会福祉学部（第 12 期生） 看護学部（第 3 期生）
（毎期3月31日集計） （毎期3月31日集計）

近畿
66.5%

中国
19.8%

東海 0.9% 未定 4.7%
北陸 0.5%

関東 1.9%

四国 5.7%

福祉
59.0%福祉系企業

16.0%

一般企業
9.4%

医療
8.0%

教育 0.9%
公務員 6.6%

近畿
73.6%

中国
16.1%

四国 3.4%
中部 2.3%

関東
4.6%

［看護師］
民間病院
43.7%

（注）　　　
［看護師］

国立・公的病院
43.7%

［看護師］大学病院
6.9%

看護師職 94.3%

養護教諭 2.3% 保健師 1.1%
その他 2.3%

平成24年度汐風祭と
同時開催
平成24年10月27日（土）・28日（日）
10：00〜15：00

皆様のご参加を
お待ちしております。
※詳細が決定次第、HPで
　お知らせいたします。

みなさんこんにちは。
大学祭は今年で第16回を迎えます。来て
くださった皆さんに心から楽しんでもらい、
来年もまた来ていただけるような学祭にし
たいと考えています。卒業生の方、友人の方、
ご夫婦でお子様連れの方もぜひ遊びに来て
ください。心からお待ちしています。

第16回
平成24年

10月27日（土）
       28日（日）

大
学
祭
ご
案
内

（仮称）北・中・東播磨合同支部設立総会開催のご案内
日時：平成24年9月8日（土）15：00〜

場所：東播磨生活創造センター「かこむ」１階講座研修室  
　　　〒675-8566  兵庫県加古川市加古川町寺家町天神木97-1
　　　兵庫県加古川市総合庁舎内　
　　　TEL 079-421-1136
対象：下記の地域に在住・在勤の会員の皆様
　　　・北播磨（西脇市、三木市、小野市、加西市、加東市、多可町）
　　　・中播磨（姫路市、神河町、市川町、福崎町）
　　　・東播磨（明石市、加古川市、高砂市、稲美町、播磨町）

プログラム：15:00～　第１部　設立総会
　　　　　　　　　　　  第2部　 情報交換会
　　　　　　17:30～　懇親会　JＲ加古川駅前の居酒屋

　この地域にはたくさんの卒業生がいらっしゃいます。この支部活動をもって、
改めて卒業生が繋がる事で地域のネットワークが更に強固なものになると信じ
ています。
　また、現在福祉の職に就かれていない方にとっても、近況報告や学生時代の
昔話を語り合う事が出来る、心温まるような支部を目指していきたいと思いま
す。昨年度よりの設立総会に向けて十数名の卒業生が集まり準備を行ってきま
した。卒業生の皆様！どうぞ一緒に「北播磨・中播磨・東播磨合同支部」を盛
り上げていきましょう。当日はたくさんの方の参加をお待ちしています。総会
終了後は懇親会も予定しております。懇親会のみの参加も大歓迎ですので是非
ご参加ください。

支部長　薮本　大輔

※対象者には、校友会登録データを元に別途ご案内いたします。届出がない場合や、変更届
けの提出がない場合は送付できない場合があります。その場合は校友会事務局までお問
い合わせください。

是非ご参加ください！

大学祭実行委員長
社会福祉学部2年次生

兼田　晃年

校友会ホームカミングデー開催
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第
一
章
　
総
則

（
名
称
）

第
一
条
　
本
会
は
、
関
西
福
祉
大
学
校
友
会
と
称
す
る
。

（
本
部
）

第
二
条
　 

本
会
の
本
部
を
、
赤
穂
市
新
田
三
八
〇-

三
関
西
福
祉
大
学
校
友

会
館
内
に
お
く
。

（
目
的
）

第
三
条
　 
本
会
は
会
員
相
互
の
親
睦
・
扶
助
を
図
り
、
教
養
の
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、
母
校
の
発
展
を
援
助
し
、
社
会
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

（
事
業
）

第
四
条
　 

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

（
一
）
会
報
及
び
会
員
名
簿
の
発
行

（
二
）
会
員
の
懇
親
及
び
交
流

（
三
）
講
演
会
、
研
究
会
等
の
開
催

（
四
）
母
校
の
発
展
に
寄
与
す
る
事
業

（
五
）
種
々
の
社
会
奉
仕
的
事
業

（
六
）
そ
の
他
の
必
要
な
事
業

第
二
章
　
会
員

（
会
員
）

第
五
条
　
本
会
の
会
員
の
種
類
及
び
資
格
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
一
）
正
会
員
　 

①
本
学
の
各
学
部
を
卒
業
し
た
者

　
　
　
　
　
　
　
② 

本
学
の
大
学
院
を
修
了
し
た
者
で
、
本
会
に
入
会
を
希

望
し
、
会
費
を
全
額
納
入
し
た
者

（
二
）
準
会
員
　
①
本
学
の
各
学
部
在
学
生

　
　
　
　
　
　
　
② 

本
学
大
学
院
の
在
学
生
で
本
会
に
入
会
を
希
望
す
る
者

（
三
）
特
別
会
員
　 

本
学
の
現
旧
専
任
教
職
員
　

　
　
　
た
だ
し
、
旧
専
任
教
職
員
は
会
費
十
二
万
円
を
全
納
し
た
者
に
限
る
。

（
四
）
賛
助
会
員
　
① 

本
会
の
目
的
に
賛
同
す
る
者
で
、
理
事
会
が
承
認
し

た
者

　
　
　
　
　
　
　
　
②
特
別
会
員
を
除
く
旧
専
任
教
職
員

　
　
　
た
だ
し
、
在
職
中
に
一
万
円
以
上
の
会
費
を
納
入
し
た
も
の

二
　 

研
究
生
、
科
目
等
履
修
生
な
ど
が
希
望
す
る
と
き
は
、
理
事
会
の
承
認

を
得
て
正
会
員
ま
た
は
賛
助
会
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
資
格
喪
失
）

第
六
条
　 

本
会
の
名
誉
を
け
が
し
た
者
ま
た
は
本
会
の
目
的
に
反
す
る
行
為

を
行
な
っ
た
者
は
、
理
事
会
の
決
定
に
よ
り
除
名
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
。

第
三
章
　
役
員

（
役
員
）

第
七
条
　
本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。

一
　
本
部
役
員

（
一
）
名
誉
会
長
　
一
名

（
二
）
会
長
　
一
名

（
三
）
副
会
長
　
二
名

（
四
）
理
事
　
十
五
名
以
内

（
五
）
幹
事
　
各
卒
業
年
次
毎
に
六
名
以
内
及
び
教
職
員
六
名

（
六
）
顧
問
　
若
干
名

（
七
）
会
計
監
事
　
二
名

二
　
支
部
役
員

（
一
）
支
部
長
　
各
支
部
一
名

（
役
員
の
選
出
）

第
八
条
　
役
員
の
選
出
は
次
に
よ
る
。

（
一
）
名
誉
会
長
は
学
長
と
す
る
。

（
二
）
会
長
は
正
会
員
理
事
の
中
か
ら
選
出
す
る
。

（
三
） 

副
会
長
は
、
正
会
員
理
事
か
ら
一
名
選
出
し
、
ほ
か
一
名
は
名
誉
会

長
の
指
名
し
た
教
職
員
と
す
る
。

（
四
） 

理
事
は
正
会
員
幹
事
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た
者
及
び
名
誉
会
長
の
指

名
し
た
教
職
員
と
す
る
。

（
五
） 

幹
事
は
各
卒
業
年
次
毎
に
正
会
員
中
よ
り
互
選
さ
れ
た
者
及
び
名
誉

会
長
の
指
名
し
た
教
職
員
と
す
る
。

（
六
）
卒
業
生
の
役
員
選
出
は
総
会
で
行
う
。

（
七
） 

顧
問
は
、
理
事
会
の
承
認
を
得
て
会
長
が
委
嘱
す
る
。

（
八
） 

会
計
監
事
は
理
事
会
に
お
い
て
理
事
、
幹
事
及
び
支
部
長
以
外
の
正

会
員
か
ら
一
名
選
出
し
、
も
う
一
名
は
名
誉
会
長
の
指
名
し
た
教
職

員
と
す
る
。

（
九
）
支
部
長
は
、
各
支
部
会
員
の
中
か
ら
互
選
す
る
。

（
役
員
の
任
務
）

第
九
条
　
役
員
の
任
務
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
一
） 

名
誉
会
長
　
名
誉
会
長
は
こ
の
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
会
長

及
び
理
事
会
に
助
言
を
行
う
。

（
二
） 

会
　
　
長
　
会
長
は
こ
の
会
を
代
表
し
て
会
務
を
総
括
し
、
総
会
、

理
事
会
、
幹
事
会
及
び
支
部
長
会
議
を
招
集
す
る
。

（
三
） 

副 

会 

長
　
副
会
長
は
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
つ
い
て
支
障
あ
る

と
き
は
、
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

（
四
） 

理
　
　
事
　
理
事
は
理
事
会
を
組
織
し
、
第
十
三
条
第
六
項
に
定
め

る
事
項
を
行
う
。

（
五
） 

幹
　
　
事
　
幹
事
は
幹
事
会
を
組
織
し
、
第
十
四
条
第
四
項
に
定
め

る
事
項
を
行
う
。

（
六
） 

顧
　
　
問
　
顧
問
は
会
長
の
諮
問
に
応
じ
、
助
言
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

（
七
） 

会
計
監
事
　
会
計
監
事
は
本
会
の
会
計
及
び
収
支
決
算
を
監
査
す
る
。

（
役
員
の
任
期
）

第
十
条
　 

役
員
の
任
期
は
二
年
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。
た
だ
し
、
会
長
、

副
会
長
に
つ
い
て
は
二
期
を
限
度
と
す
る
。

二
　 

役
員
に
欠
員
が
生
じ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
補
充
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
　
前
項
の
役
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

四
　 
役
員
は
、
退
任
し
て
も
後
任
者
が
就
任
す
る
ま
で
は
、
そ
の
責
任
を
免

れ
る
も
の
で
は
な
い
。

第
四
章
　
会
議

（
会
議
）

第
十
一
条
　
本
会
に
次
の
会
議
を
置
く
。

（
一
）
総
会

（
二
）
理
事
会

（
三
）
幹
事
会

 

（
総
会
）

第
十
二
条
　 

総
会
は
毎
年
一
回
年
度
初
め
に
こ
れ
を
開
く
。
た
だ
し
、
会
長

が
必
要
と
認
め
た
と
き
、
幹
事
会
の
議
決
の
あ
っ
た
と
き
及
び

会
員
総
数
の
五
分
の
一
以
上
か
ら
会
議
の
目
的
事
項
を
示
し
て

請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
臨
時
総
会
を
開
く
。

二
　 

総
会
の
招
集
は
、
議
案
、
期
日
、
場
所
等
に
つ
い
て
会
員
に
通
知
を
発

す
る
こ
と
に
よ
る
。

三
　
総
会
の
議
長
は
当
日
出
席
の
会
員
中
か
ら
こ
れ
を
選
ぶ
。

四
　 

総
会
は
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
議
決
は
出
席
会
員
の
過
半
数
に

よ
る
。
可
否
同
数
の
と
き
は
議
長
が
こ
れ
を
決
す
る
。

（
一
）
会
務
報
告
及
び
事
業
計
画
の
承
認

（
二
）
会
計
監
査
報
告
の
承
認

（
三
）
決
算
及
び
予
算
の
承
認

（
四
）
会
則
改
廃
の
議
決

（
五
）
役
員
の
選
出

（
六
）
そ
の
他
理
事
会
に
お
い
て
必
要
と
認
め
た
事
項

五
　 

総
会
は
、
原
則
と
し
て
理
事
会
及
び
幹
事
会
に
お
い
て
審
議
し
た
事
項

を
議
題
と
す
る
。
た
だ
し
、
緊
急
動
議
に
つ
い
て
は
、
出
席
会
員
の
過

半
数
が
承
認
し
た
場
合
に
の
み
議
題
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
理
事
会
）

第
十
三
条
　 

理
事
会
は
会
長
が
必
要
と
認
め
た
と
き
及
び
理
事
五
名
以
上
か

ら
会
議
の
目
的
事
項
を
示
し
て
請
求
の
あ
っ
た
と
き
に
開
く
。

二
　 

理
事
会
は
理
事
総
数
の
二
分
の
一
以
上
の
出
席
者
（
委
任
状
提
出
者
を

含
む
）
を
も
っ
て
成
立
す
る
。

三
　
理
事
会
の
議
長
は
会
長
が
務
め
る
。

四
　
理
事
会
の
議
決
は
、
出
席
理
事
の
過
半
数
よ
る
。

五
　
理
事
会
は
総
会
及
び
幹
事
会
に
対
し
て
責
任
を
負
う
。

六
　 

理
事
会
に
お
い
て
は
次
の
事
項
に
つ
い
て
審
議
、
議
決
し
、
こ
れ
を
実

行
す
る
。

（
一
）
庶
務
、
会
計
及
び
事
業
に
関
す
る
こ
と

（
二
）
総
会
及
び
幹
事
会
の
議
案
の
審
議

（
三
）
総
会
及
び
幹
事
会
の
議
決
事
項
の
実
行

（
四
）
予
算
案
及
び
決
算
書
の
調
整

（
五
）
職
員
の
任
免
及
び
処
遇

（
六
）
会
則
及
び
会
員
に
関
す
る
こ
と

（
七
）
役
員
の
推
薦

（
八
）
そ
の
他
会
長
の
附
議
し
た
事
項

（
幹
事
会
）

第
十
四
条
　 

幹
事
会
は
理
事
会
の
必
要
と
認
め
る
と
き
及
び
幹
事
総
数
の
三

分
の
一
以
上
か
ら
会
議
の
目
的
事
項
を
示
し
て
請
求
の
あ
っ
た

と
き
に
開
く
。

二
　
幹
事
会
の
議
長
は
出
席
幹
事
の
互
選
に
よ
る
。

三
　 

幹
事
会
は
幹
事
総
数
の
二
分
の
一
以
上
の
出
席
者
（
委
任
状
提
出
者
を

含
む
）
を
も
っ
て
成
立
し
、
議
決
は
出
席
者
の
過
半
数
に
よ
る
。
可
否

同
数
の
と
き
は
議
長
が
こ
れ
を
決
す
る
。

四
　
幹
事
会
に
お
い
て
は
次
の
事
項
を
行
う
。

（
一
）
決
算
の
承
認
及
び
予
算
案
の
協
議

（
二
）
各
種
事
業
の
検
討
及
び
意
見
具
申

（
三
）
会
則
及
び
細
則
改
廃
の
承
認

（
四
）
総
会
の
議
案
の
審
議

（
五
）
そ
の
他
必
要
な
事
項

（
記
録
）

第
十
五
条
　 

総
会
、
理
事
会
、
幹
事
会
の
議
事
は
こ
れ
を
記
録
し
、
議
長
及

び
記
録
者
が
署
名
押
印
の
上
、
事
務
局
に
お
い
て
保
存
す
る
。

第
五
章
　
事
務
局

（
事
務
局
）

第
十
六
条
　
本
会
本
部
に
事
務
局
を
置
く
。

二
　
事
務
局
に
、
事
務
職
員
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

三
　
事
務
局
職
員
は
大
学
事
務
局
長
が
指
名
し
た
職
員
が
あ
た
る
。

四
　 

事
務
局
運
営
に
関
す
る
規
程
は
、
大
学
事
務
局
と
協
議
の
上
、
会
長
が

別
に
定
め
る
。

第
六
章
　
会
計

（
経
費
）

第
十
七
条
　 

本
会
の
経
費
は
、
会
費
、
寄
付
金
及
び
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ

て
こ
れ
に
当
て
る
。

（
会
費
）

第
十
八
条
　 

正
会
員
の
会
費
は
終
身
会
費
十
二
万
円
と
し
、
在
学
中
、
毎
年

三
万
円
を
納
入
す
る
。
た
だ
し
編
入
生
、
お
よ
び
大
学
院
生
で

入
会
を
希
望
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
毎
年
六
万
円
を
納
入
す
る
。

二
　 

特
別
会
員
の
会
費
は
総
額
十
二
万
円
と
し
、
在
職
中
毎
年
度
会
費
一
万

円
を
納
入
す
る
。
た
だ
し
、
会
費
総
額(

十
二
万
円)

に
達
す
る
前
に
退

職
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
第
五
条
に
よ
り
賛
助
会
員
と
し
て
継
続
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

三
　 

賛
助
会
員
（
第
五
条
四
項
①
）
の
会
費
は
、
入
会
時
に
一
万
円
を
納
入

す
る
。

四
　 

そ
の
他
、
理
事
会
及
び
幹
事
会
に
お
い
て
臨
時
に
会
費
の
徴
収
が
必
要

と
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
そ
の
都
度
必
要
額
を
徴
収
す
る
。

五
　
す
で
に
納
入
し
た
会
費
は
、
還
付
し
な
い
。

（
会
計
年
度
、
会
計
監
査
）

第
十
九
条
　 

本
会
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月

三
十
一
日
に
終
わ
る
。

二
　 

本
会
の
収
支
決
算
及
び
財
産
は
、
会
計
監
査
を
経
て
総
会
に
報
告
し
、

承
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
章
　
支
部
等

（
支
部
の
設
置
、
支
部
長
）

第
二
十
条
　 

理
事
会
の
議
決
を
経
て
都
道
府
県
単
位
に
支
部
を
お
く
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
会
員
数
の
多
い
都
道
府
県
は
若
干
の
支
部

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
　 

支
部
は
、
原
則
と
し
て
当
該
都
道
府
県
に
居
住
す
る
会
員
を
も
っ
て
構

成
員
と
す
る
。

三
　 

支
部
に
は
支
部
長
一
名
を
お
く
。
支
部
長
は
、
支
部
会
員
の
互
選
等
に

よ
り
本
部
役
員
以
外
か
ら
選
出
す
る
。
任
期
は
二
年
と
す
る
。

四
　
支
部
長
は
支
部
を
班
に
細
分
し
、
班
長
を
お
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
本
部
と
の
連
携
）

第
二
十
一
条
　 

支
部
は
支
部
長
名
、
支
部
役
員
名
、
事
務
所
の
所
在
等
を
本

部
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
　 

支
部
は
本
部
の
方
針
の
も
と
に
活
動
し
、
年
度
当
初
に
予
算
、
決
算
等

の
活
動
状
況
を
本
部
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
　 

支
部
長
は
幹
事
会
に
出
席
し
、
求
め
に
応
じ
て
意
見
を
の
べ
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
支
部
長
会
議
）

第
二
十
二
条
　
支
部
長
会
議
は
一
年
に
一
回
以
上
開
く
こ
と
と
す
る
。

（
経
費
）

第
二
十
三
条
　 

支
部
経
費
は
各
支
部
に
お
い
て
ま
か
な
う
。
本
部
は
支
部
活

動
費
の
補
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
個
別
校
友
会
）

第
二
十
四
条
　 

校
友
会
は
、
同
期
会
、
ク
ラ
ス
・
ゼ
ミ
同
窓
会
、
ク
ラ
ブ
・

サ
ー
ク
ル
O
B
会
、
職
域
会
、
職
種
会
等
の
個
別
校
友
会
を

結
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
　 

次
の
（
一
）
～
（
三
）
の
条
件
を
満
た
す
個
別
校
友
会
は
、
活
動
実
績

ま
た
は
活
動
計
画
、
関
連
資
料
お
よ
び
会
員
名
簿
を
添
え
て
所
定
の
申

請
書
を
提
出
し
、
幹
事
会
の
承
認
を
経
て
認
定
団
体
と
な
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
一
）
会
長
以
下
の
役
員
が
正
会
員
で
あ
る
。

（
二
）
参
加
す
る
校
友
の
範
囲
を
客
観
的
に
明
示
で
き
る
。

（
三
）
活
動
内
容
を
公
開
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
　 

認
定
さ
れ
た
団
体
に
、
本
会
の
組
織
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
事
由
が

あ
る
と
き
、
会
長
は
幹
事
会
の
議
を
経
て
認
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で

き
る
。

（
個
別
校
友
会
へ
の
助
成
）

第
二
十
五
条
　 

本
部
は
、
認
定
し
た
個
別
校
友
会
の
活
動
費
を
助
成
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

附
則一

　 

こ
の
会
則
は
、
総
会
の
議
決
を
経
な
け
れ
ば
改
廃
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

二
　
こ
の
会
則
は
平
成
十
三
年
四
月
一
日
よ
り
施
行
す
る
。

三
　 

本
会
設
立
時
か
ら
当
分
の
間
の
会
長
は
、
第
八
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
関
西
福
祉
大
学
の
学
長
と
す
る
。

四
　 

本
会
設
立
時
か
ら
当
分
の
間
の
幹
事
及
び
理
事
は
、
第
八
条
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
関
西
福
祉
大
学
校
友
会
の
会
長
が
指
名
し
た
者
と
す
る
。

五
　
こ
の
改
正
後
の
会
則
は
平
成
十
五
年
七
月
二
十
八
日
か
ら
適
用
す
る
。

六
　
こ
の
改
定
後
の
会
則
は
平
成
十
六
年
十
月
二
十
四
日
か
ら
適
用
す
る
。

七
　
こ
の
改
定
後
の
会
則
は
平
成
十
八
年
十
月
二
十
八
日
か
ら
適
用
す
る
。

八
　
こ
の
改
定
後
の
会
則
は
平
成
二
十
年
十
月
二
十
六
日
か
ら
適
用
す
る
。

九
　 

こ
の
附
則
の
三
及
び
四
を
廃
止
し
、
改
定
後
の
会
則
は
平
成
二
十
二
年

十
月
三
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

十
　
こ
の
改
定
後
の
会
則
は
平
成
二
十
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
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　校友会では現在、東海支部（愛知県、岐阜県、三重県、静岡県に在住している方対象）、北・
中、東播磨合同支部（北播磨…西脇市、三木市、小野市、加西市、加東市、多可町、中播磨…
姫路市、神河町、市川町、福崎町、東播磨…明石市、加古川市、高砂市、稲美町、播磨町に在
住している方対象）があります。
　まだまだ2つの支部しかありませんが、今後全国に展開していきます。
　大学を卒業しても、関西福祉大学を卒業した仲間に変わりありません。ぜひ、皆さんの
地元に地域支部を作り、近所にいる卒業生とネットワークを作ってみませんか？
　支部を作ると、支部に定期的な助成金がもらえ、交流会や親睦会などで活用できます。

「よし！私の地域に作ってみよう」と思われた方、「どうやって作ろう…」と思われた方、
ぜひ校友会事務局までご連絡ください。支部作りのお手伝いをさせていただきます。
全国に関西福祉大学の輪を築いていきましょう！

インフォメーション

建学の精神「人間平等」「個性尊重」「和と感謝」

開　　　学……………… 平成  9年（1997年）4月
開設（大学院） ………… 平成21年（2009年）4月
学部・学科……………… 社会福祉学部・社会福祉学科

（社会福祉専攻、子ども福祉専攻）
看護学部・看護学科

大　学　院……………… 社会福祉学研究科
看護学研究科

教　員　数……………… 専任　62名（助手含む）
在 学 生 数 ……………… 1,030名
卒業生数（学部） ……… 累計　3,407名
卒業生数（大学院） …… 累計　6名

平成24年5月1日現在

ひとくち
メモ

みなさんの地域で、支部を立ち上げてみませんか？

キャリア開発課では卒業生の支援もしています。
再就職や転職の際の履歴書・職務経歴書の添削、模擬面接や各種相談等を
お受けしています。ぜひご利用ください。
TEL 0791-46-2847

※祝電依頼は挙式当日の1週間前までにお願いします。

結 婚 式 祝電サービスについて
ご結婚される卒業生の
方に、校友会より祝電を
お送りします。
ご希望の方は、下記の①
～⑧を電話かFaxまたは
E-mailで校友会事務局
までお知らせください。

平成24年度 人事異動　　平成24年1月1日〜平成24年4月1日

区分 日　付 所 属 職　名 氏 名

採用 H24.4.1 付

社会福祉学部

教　授 勝　 田　 吉　 彰

教　授 半　 田　　　 結

助　教 三　 好　 伸　 子

看 護 学 部

教　授 掛　 橋　 千 賀 子

教　授 國　 岡　 照　 子

准教授 中　 西　 代 志 子

准教授 古　 米　 照　 惠

講　師 永　 盛　 る み 子

助　教 西　 村　 夏　 代

助　教 山　 下　 秀　 美

助　手 蔭　 谷　 陽　 子

助　手 濵　 西　 誠　 司

事 務 局 事務職員 小　 村　 弘　 子

就任 H24.4.1 付 看 護 学 部 研究科長（兼学部長） 小　 野　 ツ ル コ

昇任 H24.4.1 付

社会福祉学部
講　師 菅　　　 由 希 子

講　師 藤　 原　 慶　 二

看 護 学 部 講　師 井　 田　 歩　 美

事 務 局 事務局長代理 門　 田　 哲　 夫

区分 日　付 所 属 職　名 氏 名

退職

H24.1.31 付 事 務 局 事務職員 堺　　　 美　 保

H24.2.29 付 事 務 局 事務職員 夏　 山　 会　 未

H24.3.31 付

社会福祉学部

教　授 小　 國　 英　 夫

教　授 岩　 本　 真 佐 子

准教授 川　 田　 素　 子

准教授 木　 浪　 冨 美 子

准教授 前　 田　 美 智 代

講　師 北　 尾　 岳　 夫

講　師 松　 尾　 寛　 子

看 護 学 部

教　授 八　 木　 彌　 生

講　師 森　 崎　 直　 子

助　手 成　 澤　　　 健

助　手 中　 家　 江 利 子

助　手 加 利 川　 真　 理

事 務 局
事務局長 下　 村　　　 進

事務職員 清　 水　 ア ヤ 子

社会福祉学部実習指導室からのお願い
　社会福祉実習につきまして、本学近隣（兵庫、大阪、岡山）にて実習のお引
き受けをご検討いただけるようでしたら、下記までご連絡いただきたくお
願い申し上げます。
　なお、実習をお引き受けいただける要件は以下の通りです。
1）社会福祉士有資格者
2）相談援助業務に3 年以上従事
3）社会福祉士実習指導者講習会修了
1・2・3すべての要件を満たす（社会福祉士養成校協会の定めによる）

姓名・住所・電話番号・勤務先等の変更がありま
したら、校友会事務局までお知らせください。
変更手続きはＨＰサイトからも可能です。

異動報告のお願い
校友会員各種集い、部、サークルのＯＢ会、ゼミ同窓
会などの様子をお知らせください。
正会員・準会員・特別会員あわせて5名以上の参加
がある場合は、個別校友会活動助成の対象となりま
す。詳しくは、校友会事務局 までご連絡ください。
TEL 0791-46-2715   E-mail koyukai@kusw.ac.jp

皆様の近況をお知らせください
懐かしい思い出も、最新の出来事も記録し続けます。

校友会ホームページ更新中!!

検索関西福祉大学校友会

　校友会ホームページが
リニューアルに向け準備中！

関西福祉大学　社会福祉学部　実習指導室　担当者／野山、中島

Tel. 0791（46）2846 Fax. 0791（46）2788 
Mail : koyukai@kusw.ac.jp

連絡先

［大学HP］
  http://www.kusw.ac.jp/
［校友会HP］
  http://www.kusw.ac.jp/kouyukai/index/index.html

校友会報　第20号
●発行日　平成24年7月10日
●発行所　関西福祉大学　校友会

〒678-0255　兵庫県赤穂市新田380-3
 TEL 0791-46-2525（大学代表）
 TEL/FAX 0791-46-2715（校友会事務局）
  koyukai@kusw.ac.jp

次号は2012年12月下旬発行予定!!

社会福祉学部9期生 仲井 健人さんがご逝去されました。
謹んでご冥福をお祈りします。

訃　報

住所、氏名等の変更手続きがなければ郵送物（会報誌等）
が未着となりますので、必ずご連絡くださいますよう御
協力よろしくお願い致します。


